
 

第５回死生懇話会 会議録 
日 時：2025 年３月 23日（日） 

    15 時 00 分～16時 45 分 

会 場：滋賀県庁新館７階大会議室 

 

滋賀県では、誰もが避けられない「死」について真正面から考えることで、限りある

「生」をより一層充実させる施策につなげる契機とするために、様々なお立場やご専門の

方からなる「死生懇話会」を 2020 年 12 月２日に設置しました。 

 

 この懇話会は、どう生きるのが良いかといった価値観を押し付けるものでは決してな

く、「死」や「生」の捉え方等についての様々な考え方や取組の情報を発信していくこと

で、それに触れた方に、それぞれのアンテナにひっかかる“何か”を見つけていただき、

より豊かに生きるヒントを見つけていただきたいとの思いで開催するものです。 

 

 また、今後、多死社会を迎える中で、行政の役割や行政へのニーズもこれまでとは変わ

ってくるのではないかと考え、「死」を捉えた「生」のあり方について、皆さんと議論を

深め、様々な視点からご意見や情報をいただくことで、多死社会において行政ができるこ

と、人生 100 年時代に行政に求められることが何かを探っていきたいと考えています。  

 

この冊子はその「第５回死生懇話会」の内容を会議録としてまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 



【第５回死生懇話会 出演者】 

 

打本 弘祐さん（死生懇話会委員） 

 龍谷大学農学部生命科学科 准教授 

越智 眞一さん（死生懇話会委員） 

一般社団法人 滋賀県医師会 前会長 

楠神 渉さん（死生懇話会委員） 

滋賀県介護支援専門員連絡協議会 副会長 

ミウラ ユウさん（死生懇話会委員） 

NPO 法人好きと生きる 理事 

一般社団法人こどもエンターテインメント 代表理事 

 

上田 洋平さん（ファシリテーター） 

滋賀県立大学地域共生センター 特任講師 

三日月 大造 

滋賀県知事 
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〔１５時００分 開会〕 

 

○事務局（滋賀県企画調整課 山田） 

大変お待たせいたしました。お時間にな

りましたので、第５回死生懇話会を始めさ

せていただきます。 

私は、企画調整課の山田と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

この死生懇話会は、誰もが避けられない

死と向き合い、そこからより豊かに生きるた

めのヒントを得ようということで、こういった

根源的なテーマについて多くの方が考え、

語る機会を作ってきたものです。そういった

場に様々なお立場の方にご参画いただきな

がら、これまで４回開催してまいりました。

本日はその第５回目として開催させていた

だくものです。 

はじめに、本日の登壇者の皆様をご紹介

します。 

死生懇話会委員の 

・龍谷大学農学部生命科学科 准教授 

 打本弘祐さんです。 

・滋賀県介護支援専門員連絡協議会 

副会長 楠神渉さんです。 

・NPO 法人好きと生きる 理事、一般社

団法人こどもエンターテイメント 代表理

事 ミウラ ユウさんです。 

そして、死生懇話会のファシリテーターを

務めていただいています、滋賀県立大学地

域共生センター 特任講師 上田洋平さん

です。 

死生懇話会委員の越智眞一さんは、都

合により遅れているということですので、先

に進めさせていただきます。また、滋賀県知

事の三日月大造も前の公務で遅れている

ということですので、到着次第、ご発言させ

ていただこうと思います。 

なお、死生懇話会委員の関西学院大学

人間福祉学部人間学科 教授 藤井美和

さんは現在、アメリカのボストンにおいて、

死生学の研究活動に従事されておりまして、

今回はご欠席のご連絡をいただいておりま

すので、ご報告させていただきます。 

 

まず、皆さんにご案内です。この死生懇

話会の取り組みをまとめた本を、この２月に

出版いたしました。職員目線の一人称書き

ということで、少し珍しい形で書かせていた

だいています。この場でお買い求めいただ

くことはできないのですが、お配りしている

資料の２次元コードからオンラインでもご購

入いただけます。また、近所の書店に置い

てある場合もありますので、近くの本屋さ

んにお問い合わせいただいたら取り置き等



- 2 - 

 

していただけると思います。ぜひお買い求

めいただければと思っております。 

本日、会場・オンラインでたくさんの方に

ご聴講いただいております。せっかくの機

会ですので、ご聴講の皆様からもご意見・

ご質問・ご感想などをいただければと思っ

ております。 

時間の都合上、全てのコメントをご紹介

するのは難しいんですが、後半にかけてご

紹介させていただきながら議論を展開して

いきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 

まず、今回ご欠席の藤井さんのコメント

をお預かりしていたしておりますので、ファ

シリテーターの上田さんからご紹介させて

いただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○上田 洋平さん 

 

 はい。改めまして、皆さんこんにちは。第５

回の死生懇話会ということで、今回もファシ

リテーターを務めさせていただきます、上田

でございます。よろしくお願いします。 

この懇話会、いろんなハプニングもあり

ました。今日もまた知事が前のご公務の都

合でまだご到着でないということで、死生

懇話会らしいスタートになりました（笑）。 

2020 年から始まりましたこの懇話会も、

いよいよ今回で一つの区切りということで

あります。委員の皆さんも聴講頂いている

皆さんも、一度も死んだ覚えはない。そうい

う死の素人が集まっています（笑）。それで

死から見た生ということで、いろいろ議論を

してきたところであります。今日は一つのま

とめということで進めていきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

今日のもう一人の主役は、県庁で本を書
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かれた企画調整課の担当の方なんです。

本が出版されたということもありまして、こ

の内容も踏まえて、感想も交えながら、委

員の皆さんと話を進めていきたいと思いま

す。 

慣例に従って、この懇話会では「さん」付

けで皆さん呼ばせていただきます。三日月

さんには、この後藤井さんのメッセージをご

紹介した後に、挨拶いただきたいと思いま

す。 

では、私の方で代読をいたします。これま

での回を振り返るような中身にもなってお

りますから、ぜひ思い出していただきながら、

聞いていただければと思います。第５回死

生懇話会ご欠席でありますのでメッセージ

ということで、関西学院大学の藤井美和先

生であります。 

 

○藤井 美和さん（代読：上田 洋平さん） 

皆さん、こんにちは。藤井美和です。最後

の死生懇話会に参加することができず、大

変残念ですが、アメリカ・ボストンから愛の

メッセージを送らせていただきます。 

 

『えっ！死ぬとか生きるとか知事命令？』

－この本のタイトル通り、「えっ！」の出発か

ら５年。行政が、県民の皆さんと一緒に「生

きること死ぬこと」について真正面から向き

合った「死生懇話会」。果たしてこのような

試みが、過去にあったでしょうか？ 

 

私がこの取組の担当者である企画調整

課 森さんからメールをいただいたのは、

2020 年 10 月５日。死生懇話会の設立趣

旨の文書にこのような文言がありました。

『県行政としても、「死」を真正面から考える

ことで、限りある「生」をより一層充実させる

施策につなげる契機とするため、有識者か

らなる「死生懇話会（仮称）」を設置すること

とする』。この部分は太字になっており、さら

に下線が引かれていました。それを見た時、

行政が生と死について取り組む本気度を

見た気がしました。そして、その驚くべき出

発点は、この本で初めて知りました。 

 

私が関西学院大学で死生学を教え始め

たのは 1999 年、今から 26 年前のことで

す。死について語るハードルの高さは多少

変化したとはいえ、当時も今も大きく変わっ

ていないように感じます。それだけに、行政

が取り組む「死生懇話会」は意外であり、私

にとっては魅力的でした。 

Zoom で初めてお目にかかった時の森

さんたちの熱意から、この方々なら、きっと

やってくださる！という強い印象を受けた

ことを思い出します。そして森さんからこの
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担当を引き継いだ若い山田さんの意気込

みもまた素晴らしいものでした。 

 

行政は、私たちの生活と人生を支える役

割を担っています。高齢の方々、病気や障

害を持つ方々、いじめ、虐待、家族関係に

苦しむ子どもたち、路上で生活する人、病

気や災害で愛する人を失くし悲嘆の中にあ

る人、貧困・子育て・介護で生活に困難を

感じる人、何だかわからないけれど生きる

意味が見いだせない人…行政が関わる人

たちは、みんな自分の人生を背負って生き

ています。 

「生きづらさから死を思う」人もいれば、

「死に直面して生き方を考える」人もいます。

つまり、生と死は別のものではなく、むしろ

一つに繋がっています。その意味で、死に

向き合うことは、生きるための第一歩だと

言えるでしょう。 

  

現代社会の価値観は、能力や生産性を

重んじ、私たちの「在りのまま」を OK として

くれません。それが多くの「生きづらさ」を生

み出しています。しかし、社会の価値観は、

実は、社会の一員である私たちの価値観が

反映されたものなのです。私たち自身が変

わらない限り、社会は変わりません。「生き

づらい社会を変えよう」ではなく、「私たち

が変わろう」とすることで、社会の価値観は

変わっていく－この視点に立てば、「在りの

まま」をOKとする社会は実現できると確信

しています。 

死生懇話会は、私たち自身を振り返り、

社会で起こる事柄に目を向け、いのちに向

き合うことで、どう生きるかについて考える

会であったと思います。このような会に関わ

らせていただきましたことに心からお礼申し

上げます。 

 

最後に、死生懇話会でつながった皆様へ

のメッセージです。 

 

本の冒頭にも書かれていますが、2020

年１月６日の知事命令（？）こそが、死生懇

話会の生まれた瞬間でした。 

三日月知事の深い思いと革新的リーダ

ーシップ、これがなければこの子は生まれま

せんでした。 

 

生まれたてホヤホヤの死生懇話会は、企

画第二係の方々や WG の皆様の真摯な子

育てによって、今や 5 歳になりました。ゲス

トの方々、インタビューに応じてくださった

方々、たくさんの支えがありました。私たち

委員も子育てに関わらせていただきました

が、私自身は、むしろ、たくさん学ばせてい



- 5 - 

 

ただいたように思います。さらに、あちこち

自由に動き回る子ども（死生懇話会委員）

の声を見事にコーディネートしてくださった

上田さん、本当にお疲れさまでした。 

そして何より、死生懇話会に関心をもっ

て集まってきてくださった県民の皆さん。皆

さんがおられなかったら、この会の意味は

ありませんでした。 

 

この本を読んで嬉しかったのは、死生懇

話会をリードしてこられた三日月知事、森

さん、山田さん、それぞれが、ご自身の中に

見出した変化を語っておられたことです。お

そらくこの会に参加した人は皆、新しい発

見や疑問を持たれたことでしょう。それこそ

が、第一歩！ 

「死に向き合い、いかに生きるか」－この

根源的テーマに取り組んだ滋賀県・県民皆

様の思いが、全国に広がっていくことを心

から祈ります。 

2025 年３月 23 日 

春、待ち遠しい Boston にて 

藤井美和 

 

○上田 洋平さん 

上田代読でありました。藤井さんに拍手

を。（拍手） 

なんかもうこれで終わっても良さそうな

んですが。いま、お聞きいただきながら、こ

れまで５回のことを思い返していただいたと

ころかと思います。こんな素晴らしいメッセ

ージをいただいたところからスタートしてい

きたいと思います。藤井さんのメッセージを

受けてのご感想なんかも交えていただいた

らと思います。 

では、三日月さん。駆けつけていただき、

今の藤井さんのメッセージをお聞きいただ

いて、落ち着かれたところかと思います。改

めまして、三日月さんから開会にあたって

のご挨拶を一言頂戴したいと思います。お

願いします。 

 

○三日月大造 

 

ご参加いただく皆さん、またご聴講いた

だく皆さんありがとうございます。滋賀県知

事の三日月大造です。 

遅参をいたしまして申し訳ございません。
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今日は別の会合がありました。実は 94 歳

の方の会合でしたので、「もう生きている間

に、今日が最後かもしれん。」って言われま

したので、最後まで会に参加してからこちら

に参りました。遅参をいたしまして申し訳ご

ざいません。 

死生懇話会をやって、いろんなことを考

えるようになったからかもしれませんが、一

つ一つの出会いとか、その場での語らいと

かその時間っていうのをできる限り大切に

しなければならないなと思うようになりまし

た。知事という公務をやらせていただきま

すと、「公務によりこれで退席をされます。」

というご案内、アナウンスもたくさんご配慮

でいただくことがあります。もちろん、そう

いうご配慮に甘えて動くこともあるんです

が、一つ一つ、ひとり一人との出会いや語

らいを大事にしようと思ったことも、この死

生懇話会の一つの私の変化なのかもしれ

ません。 

また、後ほども振り返りがあるのかもしれ

ませんが、この本が出まして『えっ！死ぬと

か生きるとか知事命令？』っていう。「三日

月パワハラか！？」っていうことも言われた

んですけど、読んでいただければお分かり

の通り、私からの問いかけ、投げかけ、問題

提起に対して、職員もまた多くの皆様方も、

一緒に考えようということで、ご協力やご示

唆いただいたこの間の取組について、一定

とりまとめさせていただきました。これから

多くの方々と書いてあること、また私たちが

悩んでいることについて、一緒に共有して、

また深く広く考えていくきっかけになればな

というふうに思っているところであります。 

この間ですね、ミウラさんや上田さんや

打本さんや楠神さんや後ほどお越しいただ

きます越智さんや、そして多くの方々に、

「一緒に考えようよ。ありのままでいいんじ

ゃないの。そして、それぞれ抱えている悩み

を共有して、どうやったら乗り越えていける

のかっていうのを考えていけたらいいね。」

ということや、あるいはそういう悩みばかり

じゃなく、「こうすれば楽しく思えるんじゃな

いの。」とかそういった気づきもたくさんい

ただきましたので、そのことに感謝申し上げ

て、後ほど皆さんから振り返りいただくこと

もこれからに繋げていきたいというふうに

考えております。 

最近、「子ども・子ども・子ども」ということ

で、「子どものために、子どもとともにつくる

県政」というのを大事にさせていただいて

います。ぜひ来年度以降ですね、「子ども・

子ども・子ども」というのも大事にしつつ、

死生懇話会をやったからというわけではな

いのかもしれませんが、老いとか病との付

き合いとか、死との向き合いとか、さらにこ
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ういった根源的なことに寄り添える滋賀県

政を皆さんと一緒に作っていけたらいいな

と思っているところであります。ぜひ、ご参

加いただいている皆さん、ご聴講いただい

ている皆さん方から、せっかくだからこうい

ったことにもっと取り組んだらどうだという

ようなことも様々ご意見等をいただければ

ありがたいなと思っております。 

今日もどうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。 

 

○上田 洋平さん 

はい、ありがとうございます。それでは進

めてまいりたいと思います。いつもは、ゲス

トスピーカーをお招きして、冒頭にご講演を

いただいて、それを踏まえて皆で議論をし

ていくということになっているんですが、今

回はまとめというか一つの区切りであり、ま

た、この本ができたということでもあります

ので、これまでの懇話会での議論を振り返

りながら、できるだけ委員の皆さんにこの間

の様々な思い等について、あるいはこの懇

話会の意義といったものについて、お話を

いただくということにしていきたいなと思い

ます。 

懇話会設置以来の世相を振り返るため

の資料にしたいと思いまして、年表のような

ものを用意いたしました。これは、別に何か

基準に基づいて作ったというものではなく

て、この間の出来事のなかで自然に思い浮

かんだものを書き出してみたということで

す。 
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2020 年 1 月に死生懇話会設置の表明

がされ、それからいろいろ準備がありました。

死生懇話会に関する庁内ワーキングという

のは、実はこの懇話会では、委員の皆さん

と企画第二係の皆さんだけではなくて、全

庁いろんな部署に所属する職員の皆さん

が集まって、ワーキンググループを作って、

それぞれの担当課とか、それぞれの職員の

皆さんの関心を踏まえて、死生についての

学びとか議論、情報共有をしました。そうい

うワーキンググループの設置なんかもあり、

ようやく 12 月に死生懇話会が設置されま

した。第１回が 2021 年ということでありま

した。 

実は、このときにコロナがじわりじわりと

広がっていました。クルーズ船の集団感染。

その頃はちょっとどこか、まだのんきに構え

ていたところに、志村けんさん等の著名人

が亡くなるというようなことがあって、これ

は本当に怖いウイルスなんだということを

痛感して、そこから４月以降ソーシャルディ

スタンスということで行動制限がかけられ

たりという。このような、まさにコロナが始ま

るタイミングというのが、第 1 回目というこ

とになりました。そういう何となく不穏な空

気の中で、今思えばまさに時代の転換点の

中で、この懇話会は時代の要請であるかの

ように、我々からすればそう受け取れるほ

どのタイミングで始まったということです。

後でちょっと見せますが、このとき皆さんか

らキーワードをひとり一人いただいて、委員

の皆さんでお話をしたということであります。 

また、２回目以降はゲストの方をお招きし

ながら進めていきました。例えば２回目は

広井良典先生。当時、京都大学こころの未

来研究センターの先生でいらっしゃいまし

たが、死生観の空洞化やその再構築という

ような話をいただきました。今、死生観とい

うものが空洞化しているんじゃないか、そ

れをどのように再構築するのか。しかも、滋

賀ならではのというか滋賀だからこそ、自

然とともに、自然との関わりを通して死生観

を再構築していこうじゃないかという話が

ありました。こんなふうに喋っていると、どん

どん時間がなくなっていきますが、３回目は、

野々山さん。また、懇話会の合間には、いろ

んな趣向を凝らしまして、漫画をテーマに

「漫画に見る死生観」という形でトークをし

てみたり。あるいは、毎回の懇話会の時間

だけでは、委員の先生方の話が聞ききれな

い、もっともっとお話したい、もっともっと聞

きたいという声に応えるために、トークライ

ブということで、少人数の委員の皆さんに

来ていただいてやったりというのも重ねて

いきました。さらに、美術館で絵画を見なが

ら、「アートの中に死生を見る」というトーク
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ライブもやりました。第４回、この直近の懇

話会としては、写真家の國森さんをお招き

して、写真を見ながらのトークもやりました。

2023 年度は、もっと県民の皆さんの現場

に出かけてお話ししようよ、県民の皆さん

同士の語らいもしていこうじゃないかという

ことで、出張する形で懇話会サロンを展開

してきたところであります。そんなことで、サ

ロンやトークイベント、懇話会いろいろな形

で、展開をしてきたところであります。残念

ながら、第５回目、去年２月に予定されてい

たものは様々な事情がありまして中止とい

うことになってしまいました。その代わりと

いいますか、５月からは先ほど紹介のあっ

た、これまでの経緯を担当者の目線でまと

められた稀有な書籍。よくこんなの出版で

きたな、出すのを許したなと思いますけど、

出されたという。お買い求めいただくと見て

いただけるんですが、コロナ禍には、担当

の人が上司にこれを説明しに行ったら、何

かちょっと嫌そうな顔をされたみたいなそん

なことまで全部書いてあるんですね。そう

いうのを乗り越えてこの懇話会。県庁の中

でも賛否があった。死生に関して、公の行

政が向き合うということですとか、それを取

り上げて関わるというのは、「いいことだ。」

という意見も同じ県庁の中であれば、「い

やいや、それは抑制的であるべきだ。」とい

う声もあったわけですね。そういう賛否の

中で、どう展開してきたかっていうのを本当

に生の声、ありのまま書かれた本ができた

ということであります。そして、今日に至ると

いう形であります 

ちょっと見ながらですね、またこれからこ

の後皆さんに振っていきますけれども、この

間いろいろありました。コロナがありました

し、震災 10 年とか緊急事態宣言もありまし

た。あるいは、元首相が殺害されてしまうと

いう恐るべきことも起こりました。資料の上

が世界、下が日本あるいは滋賀ということ

です。2022 年、現代においてこんなことが、

というロシアによるウクライナ侵攻、あるい

はその後も紛争や衝突が絶えず、2023 年

には中東で悲惨な事態が発生しております。

そういうことが起こったり、AI が思いもよら

ぬ台頭をしてきた。Zoom でやっているの

も、コロナの中で展開してきたということに

なります。直近では、第２次トランプ政権。こ

れもいろいろな分断が国の中で起こるのを

我々は見ているということでありますが、国

内でも様々なことがありました。滋賀県で

は、伊吹山で大雨による土砂災害が起こり、

しかも同じ月に３回も起こるみたいな。自然

の災害と我々の暮らしが直結していて、そ

れはまた獣害とも気候のこととも全て繋が

って、我々の生命が生きること死ぬことが
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繋がっているということを、このような出来

事を通してまざまざと思い知るようなことに

なりました。また、能登の震災。東日本大震

災があって、もうしばらくないかと思ったら

1000 年ぐらいの単位の大きな地震が能登

であった。やはり我々はそういう大きな自

然の動向の上に生きている、こういうことも

感じさせられる出来事があったというよう

なことでもあります。こういう様々な事件や

出来事の中で、懇話会を進めてきたという

ことでもあります。 

 

では、今日はここから皆さんに振ってい

きますが、こんなことを伺っていきます。今

日さっきの藤井さんのメッセージにもありま

した、この懇話会ができたことで、ひょっとし

て、ちょっとでも世間あるいは皆さんが変わ

ったとか、あるいは参加された委員の皆さ

ん自身の中に変化があったとすれば、どう

いうことがあったかみたいなことを振り返っ

ていただきながら、まずお伺いしていこうと

思います。 

それから、順番を変えますが、行政（県庁）

が「死」「生」を真正面から考えることの意

味・意義ということについて、これまで５回

やってきた中で、あるいはサロンとかもやっ

てきた中で思うところもお聞かせいただき

たいと思います。この５回で一旦懇話会とし

ては終わるわけですが、いろいろな形でこ

の経験は、引き継がれていく、バトンタッチ

されていくことになります。その際に、ぜひ

皆さんから、この「死」「生」を巡って今後考

えていくべきこと、あるいはこの懇話会では

積み残してしまった、拾い切れなかったも

のを、次に繋げるために伺いたいというふ

うに思っています。 

 

では、さっき「めっちゃ緊張しているので、

最初に当ててほしい」と仰っていた打本さ

んから伺っていきたいと思います。最初の

質問。どんな変化とか、ご自身の中とかも

ありますし、最初の１回目は皆さんからキー

ワードを聞きましたね。打本さんは●臨床

宗教師、●死生観を養う、●死者と共に生

きる、こういうのを 1 回目のキーワードに出

していただきました。付け加えるとか変える
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とか、こんなのも含めてちょっとお聞かせい

ただきたいと思います。 

 

○打本 弘祐さん 

 

はい、ありがとうございます。私、本当に

毎回緊張して、この場面に立っています。

実はこの死生懇話会が始まると同時に、私

は滋賀県に赴任してきたんですね。赴任 1

年目に死生懇話会の委員になりましたので、

まさに滋賀県初心者の戸惑いとそんな人間

が委員になっていいのかなと毎回緊張して

おりました。 

私の中で、このキーワードは本当に変わ

っていないところもあります。やはり、死生

観を養うというところにおいては、変化とも

重なるんですけれども、二つの言葉できっ

と言い表せられるんじゃないかなと思って

います。「広がり」ということと「深まり」とい

うことですね。「広がり」というのは、先ほど

上田先生にご紹介をしていただいたように、

この死生懇話会は、死ということに関して、

幅広いテーマで議論してきたと思います。

委員の方々も多彩な方が集まってきました

し、しかも結構フリートークで話せるのでい

ろんな発言がポンポン出てくるということで、

大変面白かったなと思います。 

先ほど、上田先生。いや、上田“さん”と

言わなきゃいけない。これは非常に大事な

姿勢だと思うんですけれども、死生観の話

をするときにお互いが上下のない形で、や

はりみんな「死」っていうのは誰にでも平等

ですよね。逃げられない、だからこそ同じ立

場で「さん」付けっていうのは非常に大切だ

なというふうに思います。まさにこれが県庁

でやるときの意義なのかなというふうにもち

らっと思います。 

「広がり」という意味では、私が参加させ

ていただいただけでも美術館の中であった

りとか、それからバーチャルリアリティ時代

における弔いっていうのは一体何なのか、

バーチャルリアリティで亡くなった人を再現

する、それは本当に死んでいるという状態

なのかどうかとか。今まで考えたことがなか

ったようなこと、それを改めて前に出される

ことによって、自分がどう考えるのかってい

うことを話させていただきました。そういっ

た意味では、私は仏教者ですので仏教とい
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う立場を持っていますけれども、様々なテ

ーマを与えられて広げられていく中で、や

っぱり仏教者として、あるいは自分の中の

死生観というものが深まってきた。まさにこ

れが養うということになっていくんじゃない

かなと思いました。 

先ほど、藤井先生の愛のあるメッセージ

の中にもありましたけれども、自分がたくさ

ん学ばせていただいたっていう言葉。これ

まさに私も一緒で、この死生懇話会の委員

をやっていて、委員だから滋賀県社会福祉

協議会のレイカディア大学さんの講義に講

師として招いていただいたということがあり

ました。その中で、私が講義するんですけ

れども、彦根のキャンパスの方と草津のキャ

ンパスの方にいろいろとお伺いをしてお聞

きをすると、やはり同じ滋賀県でも彦根の

方の伝統であるとか死生観また地域の行

事というものも違うし、またそれは草津の方

は「いやいや、私たちはやっていますよ」と

いうような違いがあるということを私は滋

賀県初心者ですので、教えていただいたん

ですね。そうしますと、地域文化の中に根付

いている死生観というものは、それはまさ

に広井さんが言っていた滋賀県ならではの

死生観。それというものを実は私自身が知

りましたし、語っている方々の中で再構築

されて、立ち上がってきているんじゃないか

なというふうに思ったんですね。これも実は

広井さんの講演の中で、琵琶湖の漁師の

方の死生観っていうのを取り上げられてい

たんですね。あのときに、広井さんは琵琶

湖の漁師さんが、私が死んだら琵琶湖に帰

るんだっていう話をしてくださった。そのあ

と、私が広井さんの本をいろいろ読んだら、

実は上田さんのお取り組みの中でお話が

あってそれを広井さんが紹介していらっし

ゃいました。私、打本自身からすると、琵琶

湖に帰るという死生観っていうのは、ちょっ

と衝撃的で今でも印象深いですけれども、

そういった死生観というのを初めて知りま

した。いろいろと私も調べていきますと、琵

琶湖というもの自体が、実は竹生島を中心

とした弁財天様のビワの形をしているんだ

と。私の文脈でいきますと、琵琶湖というも

のも「淡海」という「海」でありますので、そ

この世界に帰ってくると。そうすると海上浄

土とか、海中浄土と言われるいわゆる“あ

の世”観ですね。そういったものからの言葉

だったのかなと、私自身はそういうふうに捉

え直すこともできました。これは死生懇話会

をやったりする湖国と言われる滋賀県なら

ではの死生観だったんじゃないかなと今思

ってるんですね。先ほど楠神さんとも喋って

たんですけど、滋賀県に赴任させてもらっ

て、私滋賀県に来てとても幸せだなと思っ
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ておりまして、こんなことを学べる機会とい

うのはそうそうありませんので、湖国文化

ならではの滋賀県ならではの死生観という

ものが本当に深まってきた５年間だったな

というふうに思います。 

 

○上田 洋平さん 

ありがとうございます。今出していただい

たんで、ちょっと補足しますと、広井さんの

本の中に琵琶湖の周りで生きる人々の死

生観ということで、僕が広井さんに昔喋っ

たことが取り上げられています。もうお亡く

なりになったんですが、ある方が言われた

「私はここで生まれ、ここで育ち、ここの食べ

物を食べて、ここの人々の間でこんな役割

を担い、あるいは期待をされ期待をし、そし

てもう 90 歳を超えてやがてここで死ぬで

しょう。だけど死んだら終わりじゃなくて、お

盆と正月には子どもや孫に迎えてもらい、

そしてご仏壇でしばらく過ごして、そしてま

たお盆が終われば帰っていくんだ。ここが

私の在所です。」と、こうおっしゃるわけです

ね。在所っていうのは、ここが私の村という

のが普通の意味なんですけど、そのおじい

さんがおっしゃった在所っていうのは体も

心も魂もここにあるという、そういう実感の

伴った在所なんだなっていうふうな話をし

たのを本に書いてくださって、それを読まれ

たということですね。滋賀県のある地域で

は、お盆になると山裾のお墓にご先祖を迎

えに行って、提灯に火を灯してこれでご先

祖が来たと。そして、ご仏壇に迎える。提灯

の火を移し替えてろうそくを灯してご仏壇

にご先祖が来られる。盆が終わったら、今

度はまこもという植物で船を編んで、それ

に乗って琵琶湖の沖へお帰りになるんだと。

山から来られて、琵琶湖に出られて、そして

また山へ。そういう話があるというようなと

ころがあって。まさに打本さんの視点、地域

文化の中にある死生観。滋賀県ならではの

というところが逆に、死生懇話会の年に初

めて滋賀にお越しになって、気づかれたと

いう。そして、それが幸せであるということ

でありますね。ありがとうございます。 

続きまして楠神さん。お願いいたします。

楠神さんは、●人生の最終章、●ＡＣＰ（人

生会議）、●揺れる思い。楠神さん、どうぞ。 
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○楠神 渉さん 

 

私は、キーワードは最初この三つを挙げ

させてもらって、ケアマネジャーをさせても

らう中で、人生の最終章にあたっては、事

前にその人がどういう最期を迎えたいのか、

どういう最終章を迎えたいのか、そういっ

たことを聞くことだったり、また一度聞いた

ことも心が揺れ動くので、それに寄り添って

伴走できたらいいなという思いでこのキー

ワードを挙げておりました。 

今、この懇話会を終えてもキーワード自

体には大きな変化はないんですが、このキ

ーワードを考える心持ちで私の中で大きな

変化があったように思います。今日藤井さ

んの方からメッセージをいただいておりまし

たが、その中でも「ありのままを受け入れる、

OK だ」という表現がありました。藤井さん

がこの懇話会の中でおっしゃったことがす

ごく印象に残っていて、その人らしいとあり

のままは違うんですよと。私は、正直ほとん

ど同じ意味で捉えていたんですが、藤井さ

んがおっしゃるには、その人らしいというこ

とを追求していくと、今元気な方が年を老

いたり何か病気になって、そういったことが

できなくなったらその人はその人らしくない

のかというような問いかけをされました。そ

うだとしたら、ありのままっていう表現がい

いんじゃないかと。ありのままを皆さんが受

け入れる。そのことを聞いたとき、私ははた

と思ったことがありました。 

私、さっきのキーワード三つを挙げる中

で、ケアマネージャーをするときにその人ら

しく 10 人いたら 10 人違っていいんだと、

その人らしく生きるための支援をどうしたら

良いのか、人生の最終章においてもその人

らしい最終章はどうだろうかなと思い描き

ながら、問いかけをしてプランを考えたりし

ておりました。だけど、藤井さんのお話を聞

いてからは、確かにその人らしいということ

は大切なんだけども、その人の人生のライ

フストーリーを知っておくことは大切なんだ

けれども、最後やっぱりありのまま、今現在

のあなたがどのようにしたいのか、そういっ

たことを問いかける方法が自分の中で変わ

ってきたなと思います。また、より具体的な

ことでさっきのキーワードで言うと人生の最

終章を迎えるにあたって、私はこういう声
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かけの中で、「最期はご自宅がよろしいで

すか、病院がよろしいですか、それとも施

設でよろしいですか。途中で変わってもい

いんですが、今のお気持ちとか聞かせても

らえませんか。」みたいなことをご本人さん

とか、ご家族さんに相談しながらですね、そ

れが途中で変わってもいいですよっていう

ような聞き方でしてきたんですけども、この

懇話会の中で生きるという話題で、生きる

場所みたいな話になったときに、その具体

的な場所は何番地という場所ではなくて、

そういうことを受け容れられる居場所とい

うキーワードが出てきたことがありました。

だから、私はその中からちょっと問いかけ

方法も自分の中で変わったなと思うのが、

いきなり病院がいいですかとか施設がいい

ですかではなくて、最期どのように迎えたい

ですかから聞くようになりました。例えばお

孫さんと一緒に最期を迎えたいんだという

ことなら、お孫さんと最期を迎えるんだった

ら施設でもいけますし、ご自宅でもいけま

すが、どうしますかみたいな。ちょっと聞く順

序が変わったんですね。だから変わったこ

とによってご本人さんの選択肢も増えて、

私もより広い範囲で聞けるようになったな

というふうに思っております。 

あともう一つ、この懇話会の中で印象的

だったのが、看取り士の西川さんにお話し

いただいたときに、看取るって意味は何だ

かご存知ですかって投げかけが最初にあっ

たと思うんですけど、私正直看取るって一

つの単語のような感じで受け止めていて、

それを深く考えたことはありませんでした。

最終章にお付き合いすることが看取りなん

だなっていうそれぐらいの認識だったんで

すけども、西川さんがおっしゃるには、看取

りっていうのは死に逝く人から何かを受け

取る、「見る」と「取る」で「看取る」なんです

よと教えていただきました。そのとき私は普

段の支援の中で感じていること、ちょっと不

謹慎なんですけれども、最期看取りの場に

実際に自分が立ち会う中で、その空間が死

を迎えたすごく悲しい場面であるのになぜ

かすごく温かい雰囲気を感じたり、まるで

絵本の中にいるような、お孫さんが横にい

て幸せだなって感じることがありました。そ

れは、本当に不謹慎なことだと思うんです

ね。死を前にしてそのような。でも、そう感

じる自分がいるのは事実そうであって、だ

から死っていうのは西川さんがおっしゃっ

たように、一方的に悲しいだけじゃなくて、

この死を迎えて命のバトンを次の世代に繋

ぐとか、お孫さんに繋ぐ。そこは悲しいだけ

じゃなくて温かみのあるものが、それが受

け取るものかなというふうに思って今ちょっ

と解釈をしております。何かそのようなこと
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がこの懇話会を通して、私は感じて、実際

の支援方法の中でも、問いかけの仕方とか

が変えられたことはありがたく思っておりま

す。 

 

○上田 洋平さん 

なるほど、ありがとうございます。藤井さ

んが毎回言ってくださっていた、ありのまま

という言葉。これも一つのキーワードでした

よね。その人らしさとありのままの違い。ら

しさが逆に檻のように、その人を閉じ込め

たり、息苦しくさせる部分もあるんだという

ようなことを改めて教えられました。そこか

ら、楠神さんはまさに「家がいいか、病院が

いいか」こうじゃなくて、「どのように最期を

迎えたいのか」っていう、こういう問いかけ

の仕方が変わっていくと関わりの仕方が変

わっていくっていうような、具体的にそうい

う変化があったということですね。 

死っていうのは空間、人間（じんかん）、

時間。そういう三つの間のなかで起こる出

来事なんだと思うんですけれど、どこで死

ぬかだけじゃなくて誰に看取られるか、とも

に誰と死を分かち合うのか。そういう死の

時間を、最終章をどう過ごすのか。というふ

うに、問いかけの仕方が具体的に変わられ

た。死をギフトとして受け取る、看取るとい

う、悲しいけど温かな死といいますか。今思

いついた言葉ですが、今日もダジャレ入れ

ますのでよろしくお願いします。「あたたか

なしい時間」という、こういう死の時間を改

めて考えたということでありました。 

そして、ミウラさん。キーワードは、●共生

とは？、●命を大切にする、●多様性、違

いを認める、でした。ミウラさんの場合は、

まさに「ありのまま」ということや「らしさ」と

いうものに苦しみながら、あるいは「消えた

い」という思いを持つ若い人たちと日々向

き合っていらっしゃる。 

残念ながら自殺の多さ、これが一向に減

らない。特に若い人たちの状況が、この５年

間もほとんど変わらない。また、さっきの表

の中にも書きましたが、特に去年から選挙

なんかでもそうでしたが、バーチャル、SNS

が実際の政治とか生活とか、あるいは人の

生き死ににもろに影響するんだっていう出

来事に直面する。そういうこともちょっとミ

ウラさんには聞いてみたいなと思うわけで

す。はい、お願いします。 
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○ミウラ ユウさん 

 

どうも、失礼いたします。ミウラです。はじ

めにですけども、皆さん専門家でいらっし

ゃる中で、私だけ本当に野良の活動家とし

てここにずっと５年間携わらせていただい

たことは、本当にご聴講者の皆様を始め、

県庁の職員の皆様、先生方にも本当に支え

ていただいて、ご指導いただいて、何とかこ

こに座らせていただけたかなと思っており

ます。どうも感謝いたします、ありがとうご

ざいます。 

今振り返りまして、●共生とは、●命を大

切にするとか何言ってんだって感じなんで

すけど、私自身が。５年経ったっていうその

５年ってすごい年月なんだなと思いました。

５年前には考えられなかったようなことが今

社会で起きていると思います。人の生死に

対することって、おそらく正解っていうのは

存在しないと私は思っています。それぞれ

の中に持つものだと思っているので、その

価値観とか答えを固定することなく、皆さん

が自分の生死に対する考えや受け止め方

にたどり着けるという過程において、お手伝

いができたりとか、話し合う場所があれば

いいなと思って、この死生懇話会が続くこと

は本当に意義のあることだと感じてきまし

た。 

私自身の考え方が大きく変わるっていう

ことはないんですが、ただ社会がそのよう

に変化していく中で、変えざるを得ないこと

もあったと思います。私はやはり人と対面

するということにすごくこだわりを持ってこ

こまで活動してきたんですが、コロナ禍にお

いて非接触ということが起きまして、会えな

い。その中でウェブ上に居場所を作るとい

うことに私が参画しております NPO 法人

好きと生きるという居場所を作っている団

体がいるんですけれども、そこでオンライン

上でみんなで集まろうみたいな取組をコロ

ナ禍始めました。そのことがもう本当に手

探りだったんですけど、回を重ねるごとに、

そこを居場所とする人が現れるようになり

まして、今となっては形を変え、回数を変え

いろんなことありましたが、まだ継続してお

りまして、毎月それを楽しみにしておられる

方とか、そこで繋がった人とリアルで会うと

か、何かそういうことが起きています。私は
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今年 56 歳なので、いわゆるネットネイティ

ブの若い世代ではないんですけれども、で

も私たち世代もウェブの時代、ネットの時代

に社会参加していかないと若い人たちがこ

れから幸せに生きるとか希望をもっていけ

るような社会を作るっていうことを考えたと

きに、理解がちょっと及ばないっていうかそ

ういうことが起きてしまうと思うんですよね。

私は先ほど申しましたように専門家でも何

でもなくて、アカデミックなお話をできるわ

けでもないのですが、実感として思うことは

若い人たちはずいぶん柔軟にネットの中に、

そしてリアルにも自分の社会とかコミュニテ

ィをちゃんと作っているんだなっていうのを

すごく実感として感じています。これからは

そういうことと共生、私が最初に掲げた共

生っていうのは、いろんな人が一緒に生き

ていくっていうことを考えていたんですけど、

ネット社会とリアル社会の共生みたいなも

のをこれからはテーマに掲げていかないと

駄目なのではないかなというふうに感じて

います。 

先ほどちょっと自殺ということがお話に出

ましたけど、この死生懇話会っていうか死

や生きるを語るときに、やっぱり自死という

ことは外せないキーワードでありながら、こ

のことをテーマにしたときにやっぱり傷つく

方がおられたりとか、向き合うことがしんど

いっていう方がおられると思うんです。それ

をいかに向き合ってもらうかとか、いかに

傷つけないようにするかではなくって、私は

向き合わない選択肢を提案したいなという

ふうに思っています。別にしんどかったら話

さなくてもいいっていうシンプルな話です。

それを向き合わなかったら何か誰かに迷惑

をかけるのかっていうのと、そんなことは絶

対ないので。みんながやっているからでき

ないと駄目っていうのがどうしてもあるの

で社会には。でもそういうふうに思わない

で、私はこのテーマは苦手と、自分の心の

中でいろいろ思っているからそれでいいみ

たいなことが何か普通に言えたらいいなと

思うんですね。 

それと同時に、やはり話したい人が思い

切り自分の心の内を出せる場所っていうの

も必要だなと思っています。これからは、そ

ういういろんなことをハイブリッドという言

葉が出ましたけど、両輪で四輪でたくさん

の球を回しながら同時にやっていかないと

駄目な時代なんだなっていうのを感じて、

頭がついていくかしらとか心が保つかしら

とかいろいろありますけれども、そこをやっ

ぱり皆さんと助け合っていけたらいいなと

いうふうに思っております。 
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○上田 洋平さん 

ありがとうございます。そうですね、コロナ

禍で本当に一気に進みましたが、このバー

チャルの空間の中での繋がり。まさに先ほ

ど楠神さんが言われたウェブ上に場所、リ

アルなこういう場や空間の中だけじゃなくて、

ネット空間。これが一方ではまた誰かの安

心の場所になる。しかし一方で、その中で

責め合ったり、叩き合って、そして、バーチ

ャルな顔の見えない関係の中で追い詰めら

れるという、この諸刃の剣であるということ

をまざまざと見せられている中で、そういう

ものとの共生をどうするかということがこの

５年間のうちに本当に大きな課題になった

ということですね。 

それから、無理して向き合う必要はない

という、弱さということも受け入れながら、

自分の弱さとかいうところも含めて、ときに

は逃げるとか。いろんなことの価値や大事

さを再認識したというようなことかと思いま

す。 

越智さんはまだご到着でないですが、越

智さんはいつも我々が、ともすれば死生を

美化するというか、綺麗事を語ってしまい

そうなところを、医師の観点から死っていう

のはそんな綺麗事じゃないんですよという

観点からお話をいただく役割をいつも担っ

ていただいていたと思います。気をつけな

いといけないと思いながらも、どうしてもそ

ういうふうになるんですが、ここでこういう

ふうに死にたいとか、温かな死というような

ことを喋れば喋るほど、そのようにできない、

なかなか、そういう状況にない人たちにとっ

てはそれがまた重荷になることがあるんじ

ゃないか。良い死というようなものを押しつ

ける、そういう暴力がないようにしたいとい

うふうに思いながら、そんなところも越智さ

んはいつもフォローしてくださっていたかな

と思います。 

さて、三日月さん。今、委員の皆さんのお

話も聞かれ、また藤井さんのメッセージも

聞いていただきました。いかがですか。●

生・老・病、●死（生）は誰のものなのか？、

●苦楽・美醜・悲喜。この懇話会を作ること

になった知事命令を出された張本人ですか

ら、少しそこを聞いてみたいんですが、よろ

しくお願いします。 

 

 

○三日月大造 

ありがとうございます。もう５年経つんで
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すよね。５年経って改めてこの間、お話伺っ

たこととか、みんなで考えを出し合ったこと

を振り返ってみて、やっぱりやってよかった

なと。やらなかったこの５年間と、この死生

懇話会でいろんなことを聞いて、話して、考

えてきた５年間とでは、このあと生きる何か

意味とか意義とか、持ち物が変わったんじ

ゃないかなと今思っています。 

さっきミウラさんもおっしゃったように、生

きることとか死ぬことに正解はないので、そ

の時々その人々、やはりありのままで。良く

ありたいとか、自分らしくありたいとかそう

いう思いはみんな持つんでしょうけれども、

その中で葛藤しながら懊悩の中で、生きて

いったり、もしくはその生きていることを閉

じていくっていう。そういうことの中で人生

があるんだろうなということは、改めて学ば

せていただきました。 

この５年間でやっぱりあったことっていう

のはさっき上田さんも振り返っていただき

ましたけど、コロナもあったし、災害もあっ

たし、戦争もあったし終わってないし、そし

て何より前はおられたけど亡くなられた人

との死別もあったし、５年間齢も重ねたしっ

ていう。こういうことがあるんだと思います

が、やはり今私たちはここにいるという。生

きているという。こういうことは変わらずあ

るとするならば、必ず迎える死に向かって、

どんなことをさらに考えていかなあかんの

かなというのは、この上田さんのキーワード

からも投げかけられていることなのかなと

いうふうに思っています。ですが、県庁内で

議論したことにも意味があったと思います。

当初は「こんなん行政で考えるんですか。」

「個人の価値観でしょ。」「もしかしたら宗教

のお仕事されている方なんかが考えていた

だけた方が…」っていう意見や戸惑いもあ

った中で、行政の中でもこの問題を捉えて

僕は良かったなと思っています。この意味

は後々表れてくるのかもしれませんが、た

だせっかくの機会ですので、今日ご聴講い

ただいている方やご参加いただいている方

のいろんなご感想なんかもいただきながら、

さらにどういう考え方をすればいいのか。こ

うして委員をお務めいただいて、集ってや

る死生懇話会は一旦５年間でひと区切りに

しようかなと思っていますが、この後滋賀県

がこの死生懇話会をやってきた行政がどん

なことを考えたらいいのかな、なんてことも

一緒に議論してみれたらいいなというふう

に思っています。ありがとうございます。 

 

○上田 洋平さん 

はい、ありがとうございます。ちなみに、

三日月さんは何かご自身の中に変化があ

ったとすれば、一番はどんなことでしょうか。
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優しくなれたとか？ 

 

○三日月大造 

優しくなれたというか、いろんなことにあ

んまり以前よりも動じなくなったかもしれま

せんね。 

 

○上田 洋平さん 

動じなくなった？ 

 

○三日月大造 

というのと、弱くなったかもしれない。 

 

○上田 洋平さん 

弱くなった？ 

 

○三日月大造 

はい。弱くていいと思えるようになった。 

 

○上田 洋平さん 

いつもその「弱さ」の話には突っ込んでき

ました（笑）。政治家が弱くあることを肯定し

ていいのかとね。年頭会見でね、弱さにつ

いて言及されたというところ。 

 

○三日月大造 

上田さんもいつもそうおっしゃるんです

よね。そうなんです。とかく、選挙で選ばれ

る人は強く見せたいっていう性があるのか

もしれませんけど、そればっかりでもないの

かなと思える自分はいますね。 

第１回死生懇話会を開催したのが 2021

年３月。その３月に私はたまたまですけども、

初期の食道がんだと診察されてその後コロ

ナ禍で対応しつつ、入院させてもらって、手

術をしてもらって。その後、４年経って、経

過も良好なんで再発もないので、おかげさ

まで元気にやらせていただいているんです

けど、そういう経験もありました。 

この冒頭お話ししましたけど、20 年前に

父を看とり、昨年母を看とりまして、まさに

さっき楠神さんおっしゃったように、人生の

最期をどうやって迎えたいっていう話をこ

の 1～２年ずっと母と繰り返しやりながらで

すね、もう一切医療は受けなくてもいいか

ら、もう処置もしなくてもいいから、もうた

だいてくれたらいい、送ってくれたらいいっ

て言われました。そばで見ていてつらかっ

たですけど、でもすごい旅立ち方するんだ

なということを改めて感じさせてもらいまし

たね。知事だから実母が亡くなったってい

うと大きい葬式した方がいいかって言った

ら、もう絶対そんなんするなと。「亡くなって

身内だけで見送りました」って、後で身内に

だけ伝えればいいって言われ、その通りし

ましたけどね。ただそうやって、死を直視す
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るっていうことを冒頭、私第１回の懇話会で

言いましたけど、そして生を輝かせられたら

いいねって言いましたけど、そんなに生易し

いことではないんだなということも越智さん

最初におっしゃってくださいましたけど、な

んか実感する日々ですね。だからこの会を

やって、やった方が良かったと思っています

けど、ますますわからなくなったことの方が

多かったかもしれませんね。 

 

○上田 洋平さん 

そのわからなさを皆で共有しながらきた

懇話会でした。わからないから無限に語る

ことがありますしね。専門家とか有識者って

おっしゃいますけど、死に関してはみんな素

人というスタンスですよね。 

越智さん、駆けつけてくださってありがと

うございます。越智さんにはもうちょっと待

ってから話を振りますが、死生懇話会に携

わってこられて、この間いろいろな社会情

勢変化がありました。また最初に出してい

ただいた越智さんのキーワード●死の種類、

●医師の仕事、●生・活。５年間の懇話会

の時間の中で変化したとか、思いの変化と

か、あるいはこういう出来事が新たにあっ

てというようなことを伺ったところですので、

その辺またこの後で話を振ります。 

その前に、行政（県庁）が「死」「生」を真

正面から考える意味や意義ってどんなもの

か。ちょっと喋っていただいた部分もありま

すけれど、ミウラさんにとって、「こういうの

は役に立つ」…という言い方をすると、これ

までこの懇話会ではそういう考え方で死を

語るんじゃないよねって言ってきたことと、

矛盾するんですが、あえてこの懇話会が、

どう役に立つかというところ…どうですか。 

 

○ミウラ ユウさん 

 

最初にこのお話をいただいて委員になっ

たときに、今まで私がそういう場所ではな

いところで生きるや死ぬについていろんな

人と語ってきたときの反応と行政がこれを

取組としてやるんですって言ったときの反

応はやっぱり違って。私自身は政治ってい

うのは人々の暮らしと直結しているものだ

からイコール生きるや死ぬと直結している

ということだと思っているので。一番最初に
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県庁内でも賛否があったというのを聞いた

ときに、政治こそがそのことを語るべきなん

じゃないかなというふうに思いました。私は

今までになかった本当だったら全国どこで

でもこの取組がないといけないはずなのに、

そういうものがなかった中で滋賀県が第一

歩を踏み出すということは、とても大きな意

味があって。行政もともにこのことに取り組

んでいくんだということを周囲の人に伝え

たときに、初めてみんなで語っていいんで

すねってなったというのが私の周りで起き

た変化では一番大きかったです。意義はも

ちろんありますし、続けていくというよりも

ずっとそうでないと駄目だと私は思ってい

ます。 

 

○上田 洋平さん 

打本さんどうですか。宗教や宗教家とい

うのは、人々の死生に関わる心のインフラと

いいますか。そういうものとして町、人々と

関わっていると思うんですが、それを行政

がやる。打本さんの視点からはどんなふう

に感じられましたか？ 

 

 

 

 

 

○打本 弘祐さん 

 

はい、ありがとうございます。伝統的に熱

心に信仰されている方にとってはもう元々

持っているインフラが非常に強いんですけ

れども、やっぱり若い人であったりとか、ち

ょうど今サリン事件から 30 年、当時私は高

校生でしたけれども、宗教とか仏教も含め

てすごい不信感が強くなっていた時期を若

い頃に経験しているんですね。ですので、

私自身も宗教家ですので、宗教服を着てこ

ういう場面に出たこともありますけれど、そ

れを着ることによって押しつけになってしま

うんじゃないかなっていう遠慮がすごいあ

りますし、その辺押しつけにならないように

とても気をつけている。臨床宗教師ってい

うのは、実はそういった布教をするとか、積

極的に信者を獲得するような立場ではなく、

あくまでも聞く立場として存在する公共空

間で活動するっていう役割があります。キ
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ーワードで挙げていたのはそういったところ

があります。そういった中で、宗教や信仰を

大事にすることももちろん大事なんですけ

ども、一方で押し付けになってしまったり、

それによって来られない方がいらっしゃる。

不信感を持って、死生観とかを考えたいん

だけれども何か遠慮してしまう、タブー視し

てしまうっていう空気があったと思うんです

ね。だけれども、印象に残っているのがです

ね、VR 時代の弔いのときに高校生の方が

参加されていたんですね。その方が参加で

きる理由ってなんだろうなと思ったときに、

やっぱり行政がやっているからこその信頼

感であったり、行政だから安心して申し込

めるっていうか、そういったところがきっと

あったんじゃないかなと思うんですね。宗教

が全面ではないけれども、死生観とかって

いうのは、さっきミウラさんがおっしゃったよ

うに、ひとり一人が築き上げていくものなん

だから、それをフラットに語れる場を提供し

てくださって。行政がなすとやっぱり安心感

とか信頼感を持っていらっしゃる方が多い

んじゃないかなというふうに思うんですね。

だからこそ、宗教の立場でもいいし、または

行政の方でもいいし、同じように考えられ

る土俵を作っていただけたのかなというふ

うに思っています。それがまさにこの県庁が

なされる意義なんではないかなというふう

に思います。 

 

○上田 洋平さん 

楠神さん、いかがですか。 

 

○楠神 渉さん 

 

私、普段ケアマネジャーをする中で、例え

ば人生会議。将来、もしも大切な家族の方

が重い病気にかかったときに、どうするか

みたいなことを前もって聞いておくのがい

いですよって。前もって家族同士で相談で

きるように支援していきましょうという中で

あっても、まだまだそれはタブー視されてい

るような感じがします。つまり、大切な尊い

命に対して、例えば、「まだまだ元気なうち

からおじいさん・おばあさんの最期を考え

たりするのは不謹慎じゃないか。そんなこと

喋ってもいいのか。あんた、なんて失礼なこ

とを言うんだ。」みたいなですね、そういう
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風潮がまだまだあると思います。打本さん

がさっき滋賀県にもいろんな価値観がある

って言ったから、全ての地区がそうではあ

りませんが、地域によってはいろんな文化

があって、まだそういったことに触れること

がちょっと好ましくないんじゃないかって地

区も確かにあります。そんな中で今回の死

生懇話会で、この県庁で死や生について語

り合う場というのを設けてくださって、それ

も県民さんに発信する。その中には、なんと

滋賀県知事も入って一緒に議論する場っ

ていうのを設けてくださったので、こういう

ことをちゃんと喋ってもいいんだという空気

が出てきたように思っております。 

今日の懇話会のチラシを i・mart（アイマ

ート）っていうスーパーの掲示板に貼ってお

いたんですが、今日午前中行ってたら何人

もの方から質問されました。「死について喋

るの？県庁で？」みたいなね。そういうこと

を聞いている人は、そういうこと喋ってもい

いのかなって、喋ってもいい時代になった

んだと思ってくださってるような気もするん

ですよね。だから、私は行政が死や生につ

いて語り合う場を設けたことによって、一般

の県民レベルにおいてもそういったことを

喋ってもいいんだと、尊い命なんだけど尊

い命だからこそ、前もって喋ってもいいん

だ。そういう変わるきっかけをね、何かいた

だけたような気がしています。 

 

○上田 洋平さん 

はい、ありがとうございます。 

それでは、越智さん。前の質問も含めて

ですけれど、５年間いろいろありました。越

智さん自身にも変化があったかもしれませ

んが、ここまで参加してこられたご感想とか、

今、キーワードを挙げるとしたらどうですか

ね。 

 

○越智 眞一さん 

 

はい。まず、遅れまして申し訳ございませ

ん。思いのほか渋滞で、１時間前には着くは

ずだったんですが、申し訳ございません。 

この５年間ですね、まず行政が取り上げ

られたということは非常に重要なことだろう

と思います。というのは、先ほどサリン事件

の話もありましたけれども、ここしばらくの
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ことを考えても、大規模災害とかそういうこ

とで非常に死というものが身近なものにな

って、突然の別れっていうか。みんな頭の

中で思っている、ドラマの中で最後の言葉

を言ってガクっていって死ぬ。そういうよう

なドラマチックな死・別れというものを頭の

中に描いておられたのが、突然の死ってい

うものが出てくる。そういうのがあり得るん

だっていうことを実感できている時代に、こ

うやって死っていうのが、裏返しはどうやっ

て生きるかですけれども、取り上げる機会

を作っていただけたことに非常に感謝をし

ております。 

私自身はこの死生懇談会に参加をさせ

ていただいて、相変わらず 100 歳前後の

方の穏やかな死というものを目の当たりに

してまいりました。幸せだったと思います。

その方たちは皆さん穏やかな顔をして、最

後に非常にこちらにいい印象を与えていた

だいてあの世に旅立ちになった。残された

方々も、満足をして送られたという経験を

させていただきました。ただ、私の医者とし

ての経歴からいきますと、若いベイビーか

ら 120 歳まで見送らせていただいたんで

すけど、ベイビーであったり一桁の年齢で

逝かれる子どもさんたちの死というものは、

非常にこちらの心に傷を残すというか爪痕

を残していってしまう。イギリスは、ダウン症

の子どもの心臓の手術はしないんです。と

いうのは、心臓の手術をしてもしなくても、

平均余命 30 歳で死ぬんだと。だから、しな

いということだそうですが、そのときにどう

いうふうに言っているかというと、この子た

ちが 30 歳で死ぬとしたら、我々が 60 年

70 年生きる、それを 30 年に凝縮をして、

もっとちっちゃい子どもたちはもっと凝縮し

て一生を過ごすんだと。だからそれを支援

しましょうっていうような言い方をして、周り

の方を納得させて、自分も多分納得してい

るんだろうと思います。確かに私が見送っ

てきた子どもたち、一生分の凝縮した思い

を皆に残してあの世に逝かれました。そう

いうことからいくと、この会で死というもの

をテーマに挙げながらも、どうやって生きる

かっていうことを言葉の裏に含めたディス

カッションができたっていうのは非常に有

意義に思います。どうもありがとうございま

す。 

 

○上田 洋平さん 

そうですね。越智さんは生・活の二つの

字をキーワードに挙げてらっしゃいましたけ

ど、今ほどのお話は若くして死んでしまうけ

れども、その分濃い生を生きられるように、

みんなで支援をしていこうという。まさに、

活の方の活きるということにも通じるような
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感じがあったのかなと思います。さっき、越

智さんがお越しになる前に、越智さんはい

つもここでの議論が、ともすれば美化したり

綺麗事になりそうなところを、いやそうじゃ

ないんだという現場からのお声をいただい

ていたなっていうお話をさせていただいた

ところであります。ありがとうございます。 

ちょっとずつ会場にも広げていきたいと

思います。今ほどの話題に関してこんなご

質問を頂きました。「明確な答えや着地点

がない死生のような議論を公の場で行い、

コストや手間をかけることに対して様々な

意見があると思います。一方で、明確な意

味や目的がある議論しか許されない社会も

生きづらく感じます。パネリストの皆さんも

様々な組織に様々な立場で所属されてい

るとは思いますが、日々の業務の中でゆる

さと厳しさのバランスがうまく取れた対応が

できていますでしょうか？」。ちょっと答えき

れるかどうかわかりませんけれど、やっぱり

明確な意味・目的、あるいは役に立つのか

どうかというだけの議論。それだけだと、や

っぱり生きづらいよね。でも一方で、ゆるさ

と厳しさ、バランスというようなこともありま

すが、その辺どうですか三日月さん。 

 

 

 

○三日月大造 

 

そのご質問や投げかけは誰に当たるの

かなと思ったら、やっぱり私に当たりました

か。 

おっしゃる通り、わからないことはわから

ないって言うようにしていますし、「最善を

尽くします。やることの意味や効果を見いだ

せたらいいなと思って始めます。ただできな

いかもしれません。」っていう正直さは、常

に大事にしたいなと思います。当然、行政

ですから使わせていただくのが公費。そし

て関わるのが職員ということであれば、もっ

と他にもやるべきことがあるんだろうという

そういうご指摘は、しっかり受け止めつつも、

この死生懇話会で例えば議論したようなこ

とについても、こういう学びがありました。こ

ういう気づきがありました。というようなこと

をぜひ皆さんとできる限り広く共有してい

けたらいいなと思っています。とかく、成果
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や効果を短期的に求められることが多い世

の中なので、そうじゃない視点も大事にで

きたらいいなというふうに思っています。 

 

○上田 洋平さん 

三日月さん、引き続いてなんですが。こ

の会場からの質問で、「知事がこの取組を

通して生きる上で持ち物が変わったという

言葉で表現されています。変わった持ち物

なんですか？」と。 

 

○三日月大造 

戸惑っていいんだという持ち物でしょう

ね。こういうとき私どっちかって言うたら、パ

ンパンと答える方なんです。で、答えないと

いけないって思っていたんです。でも、死生

の事なんてわからないし、死にたいんです

って言われたときにどう答えようかなってい

つも考えるようになったりとか。多分ここつ

らいんですとか、わからないんです。って言

える持ち物を持ったんだと思います。すい

ません、答えになってないのかもしれません。 

 

○上田 洋平さん 

何となくうまく言いくるめられた感じがし

ます（笑）。しかし、たぶん議会ではそれが

できませんもんね。 

 

○三日月大造 

議会でも…例えば今の県政に異なるご

意見や反対意見なんかもらったときも、一

旦は受け止めて、そして「私はこう思うので、

こういう方針でやろうと思います。予算をつ

けようと思います。事業をやろうと思いま

す。」ということを申し上げた上で、いつも

何か入れるようにはしていますけどね。 

 

○上田 洋平さん 

ありがとうございます。 

もし今の、持ち物のことで、皆さん何か変

わったみたいなことで思い当たることはあり

ますか。打本さん。 

 

○打本 弘祐さん 

 

私、さっきミウラさんが言っていたのがす

ごく自分の中でそうだったなと思うことがあ

って。逃げることもいいし、苦手なことはや
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らんでいいし、答えんでいいっていう。確か

に私もこの死生懇話会の中ですごく答えに

くいなとか、宗教者の答えはあるんですけ

ど言わんとこうかなというときは、他の方も

いろいろ持っているし大丈夫だろうと思っ

て、何か言わなくてもいいかなっていう。人

に任せるっておかしいんですけれども、そう

いった心の持ちようが少し出てきたなって

いうのはすごく思っています。それは、死生

懇話会のありがたいことでしたし、ぶっちゃ

け言いますと死生懇話会が終わった後に、

会場の方に呼ばれまして、「もっとズバっと

言ってくれへんか。お坊さんなんやから。」

って言われたことがあって、すいませんって

思ったんです。坊さんらしくズバっと解決み

たいなね。そういう方がいらっしゃるのは、

確かにこういった場面だからこそ言うべき

こともあるんだろうけれども。 

ただ、私は美術館でのイベントのときにも

声かけられまして。大学生の方だったんで

すけれども、その方の自分が好きな歌の中

にこんな歌詞があって、私はそれが自分の

死生観なんですっていうのをポンと投げて

くれた。その方のことはすごく印象に残って

いるんですね。そのときはお坊さんの格好

をしていたんですけれども、そういった方が

投げてくれるっていうのは、構えとして雰囲

気として受け入れますよっていうのがきっと

出ていて、その方に伝わったんだろうなと

思います。なんかゆったり構えられるように

ちょっとなれたのかなというのは死生懇話

会のおかげかもしれません。 

 

○上田 洋平さん 

もし今の問いに対して何かあれば。なけ

れば、次にいきます。まだあと二つ質問をい

ただいていますが、それはこの後紹介しま

す。この後紹介するときに、職員さんにもち

ょっと喋ってもらうかもしれません。 

では、もう一つのテーマ。「死」「生」を巡

って考えていくべきこと、この懇話会で積み

残したこと。設置してよかったなっていうの

は、もちろん皆さんは委員でいらっしゃいま

すから、積極的な意味、プラスの意義や価

値を感じて参加していただけると思うんで

すが、一方でこの懇話会で積み残したもの

や拾いきれなかったものもたくさんある。

「死」「生」の問題なんて、５回でできるもん

じゃないわけですから。だけど、今後バトン

タッチされていく中で、引き続きこういう形

ではないけれども県の中でとか、皆の中で

考えていくべき、あるいは積み残した、拾い

きれなかったことは何かありますか。今回は

楠神さんから。 
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○楠神 渉さん 

 

積み残したもの。私は二つ思うことがあ

って、一つは生と死の、死に関することでい

うと、ここでずいぶん議論を深めることがで

きて、本当に人それぞれで良くて、それが

途中で迷って、今日皆さん言ってくださった

みたいに答えがなくてもよくて、そういうと

ころは一定突きつめることができたのかな

と思います。ただ、実際のご自宅とか病院と

か施設において、当事者の方がどういうふ

うに思って、どんな苦労があるのか。当事者

も交えた議論する場みたいなことが実は今

回できなかったのかなと。専門職とかいろ

いろ関わっている立場からの意見交換なの

で、もしかしたらこれを聞かれている家族さ

んの中には、いやいやそんなもんじゃない

んですよという声も多分あったと思うんで

すね。そういうのを発信する場みたいなも

のが今後あれば、より本人さん家族さんに

寄り添ったご支援に繋がるのかなというふ

うにちょっと思っておりました。だから、当事

者の方を交えたもの。もしかしたら、それは

県レベルではなくて、地域の中でした方が

良いような気もするんですけども、そんな

ふうに思ったりもしております。 

実は、この死生懇話会の影響もあったと

思うんですけども、昨日東近江市で在宅看

取りを考える研修会っていうことで、お亡く

なりになった家族さんやその娘さんにも登

壇していただいて、それに関わった医師の

方とか訪問看護師とかケアマネージャーさ

んとかがまさしくこういう場で意見交換する

場がありました。そこは死について、より深

く深く現実的に考える場にもなったので県

であったことを踏まえて、各地域でもう少し

深掘りした場が今後生まれてきたらいいな

というのが一つ思います。 

もう一つ。生について拾いきれなかった

ものが、ミウラさんとかが生きづらさみたい

なことをおっしゃったりもしておりました。今、

日本では毎年すごく多くの方が自死されて

いる現状があって、その中には、子どもも

相当数、小・中学校の生徒さんなんかもい

らっしゃいます。そういった社会の生きづら

さが、本人じゃなく社会のあり方が問題だ

とするならば、もっともっと生について、今

回喋る機会があったらよかったなと思って
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います。 

私、たまたま介護に携わっている関係で、

10 年前から定住外国人の方を対象にした

介護の初任者研修を滋賀県から委託され

て、していました。人材不足を補うための一

つなんですけども、そこで最初の１年目に研

修会をしたときに県の担当課とお話をして、

介護の勉強だけじゃなくて日本のルールを

しっかりと知ってもらおうねと。つまり、遅刻

したらだめですよと、休むときはちゃんと連

絡するんですよと。ごくごく当たり前のこと

なんだけど、そういうのがルーズな国もある

からやっていきましょうねって。３年やった

後に、県の担当課と喋って、「どうでしたか、

楠神さん。」って言われたときに、「なんか、

私間違っていた気がしました。」って言った

ら、県の担当課も「私も間違っていたと思

う。」って言うんですね。「何が間違っていた

と思いますか。」って聞いたときに、「今まで

生きてきて、例えば仕事とか会社とか、そう

いうのは、第一に考える、最も大切だって

いうふうに考えていました。考えていくのが

普通かなと思っていたんですけども、違う

んですね。」と。毎年来る６カ国７カ国の人

たちは仕事とか会社が最も大切ではなくて、

家族、パートナー、そこが人生において一

番大切だと。いろんな国の方がそうおっしゃ

るんですね。ちょっと一つエピソードを言う

と、ある時、初年度ですね。講師に立った先

生の方がちょうど冬場で風邪が流行った季

節なんですけども。 

先生「今日、ちょっと娘がぐずっちゃって。

皆さんも風邪気をつけましょうね。そ

れでは授業いきますよ。」 

生徒「ちょっと先生待ってください。お子さ

ん熱が出ているんですか。」 

先生「ちょっと鼻水が出ているぐらいだか

ら。」 

生徒「誰かいらっしゃるんですか。」 

先生「おばあちゃんがいてるにはいてるん

だけど…」 

生徒「今すぐもう帰ってください。あなたの

大切な子どもでしょう。そのためであ

れば、私たちは別の日にも全然出てき

ますよ。」 

みたいな。そんなことが何回も起こったんで

すね。だから何か私は当たり前のように、多

少のことであれば頑張って会社に行く。言

ってみたら家族を多少犠牲にしてでもそう

いったものが当たり前と思ったんですけど

も、そうじゃない国々が圧倒的に多いと。そ

んな中で、日本の自死率っていうんですか

ね、自殺率が高いことを思うと、もしかして

今の私が考えている社会のあり方とか一般

的にこれが普通だと思っていることが間違

っていたんじゃないかなと思ったりもしてい
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ました。そんな中で今回の生と死について

語る中で、生について語るときに、日本の

今の価値観というものが本当にどうか、生

きづらさってどこから来ているのかなみた

いな、そんなことをもし県レベルでお話する

機会があったらなと思ったりしています。 

 

○上田 洋平さん 

ありがとうございます。当事者の方と議

論するっていうことが、現場現場で、また地

域地域の中で広がっていくといいなと思い

ますね。あと、生について拾いきれなかった。

今後の死生懇話会について、担当の職員

の皆さんとも議論はしていたんです。そろ

そろ生についてももうちょっと突っ込んで喋

ってみてもいいねって。だけど、まだ死って

いうものが考えきれてないんじゃないかっ

て。考えを終えられるものでもないんです

けど。 

一方で、行政では最近ウェルビーイング

というのがキーワードになってきました。デ

ジタル庁がウェルビーイング指標というもの

をウェブ上で公開しています。県のウェルビ

ーイングの評価とか、各市町の評価がたち

まち出てくるんですね。何点かというスコア

で出てくるわけです。それを見てまた、あ

れ？とか思うわけですね。ウェルビーイング

の指標って、もともとはウェルビーイングに

関する議論のきっかけにするために開発さ

れたんですが、ウェルビーイングが指標化

されて、そのものさしから点数が低い高い、

○○市はウェルビーイング高い低いってな

ってくると、その状況は果たしてウェルビー

イングな状況なのか。そんな話もいずれし

たかったなと思いました。それは今後に引き

継がれていくんだろうと思います。 

仕事についての話も先ほどしていただき

ました。ワークエンゲージメント、あるいは

働きがいを考える上でのワークライフバラン

スも大事だと言われています。仕事との繋

がりが大事な一方で、セルフエンゲージメ

ント、自分自身との繋がりみたいなのをしっ

かりと持つ。それも大事なのかもしれませ

ん。 

これは広井先生もおっしゃっていました

が、公私が両極に分離してそれぞれ肥大化

していく。一方で、ともに一緒に助け合って

仲間でという、共の部分がどんどんしぼん

でいるんじゃないかと。そういうこともまだ

まだ議論できたかなと。あるいは地元って

いう話も出ました。ミウラさん、いかがです

か。 
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○ミウラ ユウさん 

 

９年連続、出生数が過去の出生数を最

低記録をどんどん塗り替えていって、片方

で昨年 10 代の自死は最多、一番多かった

と言われています。社会の課題として国の

課題として少子化がある一方で、多くの未

来ある若者の命が奪われているっていう現

状がある。自死といって、自分で命を絶つ

ことですが、おそらく私が想像するに、私が

今まで対面してきた若者の中には、やっぱ

り自分が何者にもなれないとか、自分はみ

んなと同じようにできないとか、なんかそう

いうことを苦にして死に向かう若者たちの

声を多く聞いてきたので、自死と言えども

社会が追い詰めて背中を押したっていうこ

とはないかっていうことをどうしても考えな

いと駄目というふうに思っています。 

ウェブの発展によって、居場所とか繋が

りみたいなものはすごく広がったと思うん

ですけど、片方で数字とか何かいろんなも

のが可視化されるっていうか、人の心は絶

対お金では買えないんですけど、お金がた

くさん集まっている人は人気がある人だっ

たりとか、視聴回数をたくさん持っている人

はそれだけの人に支持されているんだみた

いなことがあります。それは数字であって、

その中の真実はどうかわからないのに、何

かそういうふうに見えてしまうというか信じ

てしまうというところがあると思います。今

まで比較競争社会っていうか。先生の言う

ことがちゃんとできる子はできる子みたいな

ことで、自分で発想したりとか自分で決断

したりとか、何か失敗してもいいからやって

みようみたいな、そういう思考をどんどん削

がれて、言われた通りに言われたことをちゃ

んとするっていうのに邁進させてしまう教

育をしてきてしまったなっていうふうに思い

ます。ここからは、人の心は数字では表せ

ないし、お金では買えないし。やっぱり自分

たちがお互いに向き合う中で、切磋琢磨し

て泣くことも笑うことも喧嘩することもある

かもしれませんけど、その中で人間性をお

互いに見出していく先に、お互いの命を大

切にするとかいうことが見えてくるんじゃな

いかなというふうに思います。 

もう一つ言うと、なんていうか今現実社

会を生きている人たち一般の人間っていう
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か、私なんかも本当にごくごく一般的な生

活をしている方なんですけど、その中でや

っぱりもう普通にお金苦しいんですよ。なん

かもう収入は増えないっていうか、むしろ

支出はどんどん増えるけど収入は増えず。

私が若い頃に思い描いていた50 代半ばっ

てそれなりにちょっとお金に余裕もできて、

少しは貯金もあって、自分の好きなことをセ

カンドステージじゃないけど自分の第二の

人生が歩めるんじゃないかみたいなことを

考えていたんですけど、全然無理やんと思

うんですよ。やっぱりそれって、すごく心に

余裕がないっていうことだと思います。助け

合って生きてねとか、自己責任で頑張って

ねって言われても抱えられないことがほと

んどなんですよね。だから、そういう社会の

課題を個人の責任にすり替えてきたってい

うことは、ちゃんと事実に向き合わないと駄

目だなと思っています。それはもうこの社会

を作ってきた大人たちの責任なので、私は

自分が現役と言われる時代の中で、何とか

それには決着をつけたいっていうか、やっ

ていきたいなとは思っています。 

ちょっと質問されていたこととずれている

かもしれないんですけど、皆さんの話を聞

いていて、それがすごく思い浮かびました。 

 

 

○上田 洋平さん 

ありがとうございます。打本さん、越智さ

ん。積み残したものというところで一言ずつ

いただけますか。 

 

○打本 弘祐さん 

 

死者とともに生きるっていうのは最初の

ときにキーワードにも挙げましたけれども、

私はあくまでも死者というものに最後こだ

わりたいなという思いを持っています。 

ただ、個人化が進む中で、伝統的に亡く

なった人をお寺でお葬式をしてとかですね、

その後ご遺族が弔いをしてっていうことは、

これからなかなか難しくなっていく世の中な

んじゃないかなと思っています。身寄りのな

い方であったり、引き取り手のないご遺骨

っていうのはやっぱり今増えております。こ

れから葬送であるとか埋葬っていうものを

どういうふうに考えていくのか。葬儀者の
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方とか火葬場の方とかですね、行政の方も

やっぱりそういったところに直面している現

場があるんじゃないかなっていうふうには

思っていまして、そういった方の声っていう

ものを死生懇話会で 1 回聞いてみたかった

なっていうのは正直思っています。実は、昨

日研究会でエンバーマーの方とか葬儀者

の方の話も聞いていたんですけれども、そ

ういったのがまた県でもできればいいのか

なと。 

また、引き取り手のない遺骨とか身寄り

のない方の死というのを昨年だったと思い

ますけど総務省が全国的に調査を市町村

に始めています。また、宗教者の責任でも

あるので、宗教者の仲間がアンケート調査

などをしています。その中で、引き取り手の

ない遺骨とか身寄りのない方の死を行政の

方が対応されていますけれど、各地バラバ

ラであったりしますので、そういった方々の

ことというのはやっぱり菩提寺があったりと

か地域文化に根ざした方であれば、そのま

ま弔いができる方もいらっしゃいますけれ

ども、無宗教の方であったりとか先ほど楠

神さんが言われたように、海外から来られ

ている方、イスラムの方の土葬の問題とか。

そうしたことも含めて、死者となる私たちは、

もうすべからく皆さん死者になるわけなん

ですけれども、安心して弔われたりとか見

送られたりとか、埋葬されていくということ

を県や社会全体でどういうふうに考えてい

ってどういうふうに対応していったらいいの

かなって。個人の責任とか、宗教の責任な

んだからとか、踏み込まなかったら見えてこ

ない問題なんじゃないかなと思っておりま

す。 

そして、これはもう少しだけ踏み込ませて

いただくと実験動物とかペットのことであっ

たりとか、人間以外の死というものをどうい

うふうに考えていくのかっていうのが、また

今後議論していくポイントになるのかなと。

これは、やっぱり県のレベルとかで市区町

村でやっていくような方にも繋がるかなと

いうふうに思っていますし、また様々な部署

に繋がるようなテーマなんじゃないかなと

いうふうに思っております。以上です。 

 

○上田 洋平さん 

ありがとうございます。そうですね。個人

化が進む中で、死をいかに分かち合ってい

くのか。その死の文化みたいなものの形と

かあり方をもっと深められるといいかなと。 

それからアニマルウェルフェアというのか、

そういう観点についても。例えば、湖岸道

路を１日走っていますと何匹のタヌキの死

に出会うことか、みたいな話があるわけで

すよね。そういうことも、ひょっとしたらこの
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あたりで話せることだったかもしれませんし、

引き継ぎたいところかもしれません。 

続いて越智さん、いかがでしょうか？ 

 

○越智 眞一さん 

 

積み残しからいきますと、当事者の方の

ご発言も多かったんですけれども、我々の

発言が上から目線になっていなかったかと

いう反省点があります。介護の話をしても

医療の話をしても、施す側の意見ばっかり

でそれを受けられる方の切実な気持ちとい

うのが、本当に我々が聞けていたかどうか

っていうのは反省すべきことではないかと

いうふうに考えております。できるだけわか

るように頑張っているんですけども、本当に

わかったかどうか自信がありません。 

それともう一つですね、生きるっていうこ

とをみんな肩肘張ってですね、頑張って生

きなくちゃ！っていうふうに思っておられる

じゃないかっていう。大体のこの懇話会の

話からいくとそうなってくるんですけど、そ

んな肩凝ることやめましょうよ。風に吹かれ

てヘラヘラと、気楽にって言ったらおかしい

んですが、流されてみるのも一つの生き方。

そうしなさいというわけではありませんけれ

ども。一つのポリシーを持って突き進まれる

のもいいですけれども、流されてみるのも

一つの生き方だろうと思います。というのは、

私医者になって 50 年弱。開業してから 40

年で、医師会の役員を大津で会長を４年と

県で６年ちょっと 10 年ちょっとやっていまし

た。ずっと会のことを考えていたんですけど

も、辞めて、気が楽になって、さあ、何も考

えんでいいぞ！っていうことになって、非常

に気が楽になりました。気が楽になったから

無責任なことを言うというわけではありま

せんけれども、かえって視野が広がったよ

うな気がします。こんな生き方があったんだ

っていうか、こういうことをやりたいんだと

いうのがどんどん広がっていく。何かみん

な生きるという自分の思っている生という

ものに対して、視野を狭めているんじゃな

いかっていうふうに感じるようになってまい

りました。死についても多分、そうなんだろ

うと思うんですね。死っていうのは、全て終

わりだとか。死ぬときはしんどいんだろうな、

痛いんだろうな、苦しいんだろうな。それは
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そうかもしれません。けれど、死んでこっち

側に、あんときこうやったと言ってくれる人

はいないわけですから、そのときは流され

てみたらいいんだと。もっと肩の力を抜い

て、生きる死ぬっていうものに対処していっ

たらいいんじゃないかというふうに私は思

いました。以上です。 

 

○上田 洋平さん 

ありがとうございます。ということで、そろ

そろ時間がやって参りました。最後に三日

月さんにコメントをいただきますが、その前

に聴講者のコメントをご紹介します。「児童

養護施設の職員です。子ども支援の根本に

なっているキーワード、この死生懇話会で

全て出ていると思いました。今のありのまま

の子どもを受け止める職員が自分の正し

いを捨てる。弱いと思う自分を受け止める

ことができたら良い。退所後どのように生き

たいのか。子どもに何かすることに意味が

ある。何かのためにするのではなく、するこ

とで子どもが何か感じてくれると思ってい

ます。」というようなこういうご感想でした。 

それから、「昔から見ています。まさか本

が出るとは。早速読みまして面白かったで

す。当たり前ですけど登壇している人たち

だけでやっているんじゃないんですよね。そ

の裏で職員さんが動いているんですね。死

生という難しいテーマ、しかも知事からの

様々な投げかけを職員さんが懸命に考え

て動いているのが、印象的でした。５年間の

中でいろいろ議論があったんですね。集大

成ともいえる本を読ませていただきました。

職員さんの一人称というのがすごく斬新で

した。割と読書するんですがこんな本なか

ったんじゃないかな。普通知事が考えたこ

とだから知事目線。表紙も知事みたいにな

りがちだと思いますが、そういう意味でも斬

新でした。どこの県とは言いませんが、うち

わに顔が入ってなくて怒ったっていう知事

がいるとかいないとか聞くので滋賀県は信

頼関係があっていいな。」ということであり

ます。 

「答えのない議論といいますか、答えが

あるように見える仕事だって結局は予算と

時間を限ってそれっぽく仕上げているだけ

で、本質的にはやっぱり人生仕事に明確な

答えなんてないんだと思います。わからな

いこともいっぱいある中で、わからないって

言えることは当たり前のはずだけど言いに

くい。そんな中、わからないと堂々と言える

雰囲気を作ってくださる知事も県庁の皆さ

んも委員の皆さんも素晴らしいと思ってい

ます。ありがとうございます。ぜひ最後に本

を書いた企画調整課のお二人、本の反響

や今日のまとめをどう感じているかマイク
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を回してもらえれば。」ということですので、

知事のコメントの後、最後に事務局に返し

ますから、そこで答えてください。これは聴

講している方からの依頼ですので。 

僕からもう一つだけ積み残しを挙げると

すれば、自然という観点をもうちょっと議論

できるとよかったかなと。伊吹山の土砂災

害に直面して考えたのは、いつからか自然

と人間が分離をして、科学技術とかいろい

ろなことを使って、人間が自然を不自然化

してきたとでもいうのか、そういう営みがあ

ったんじゃないか。だから、これをもう一度

自然化する。自然科学から自然化・学へ。

そういう方向なども議論ができると、さらに

滋賀県らしい死生の話、自然も含む死生と

いうことを、この滋賀県ならではの観点か

ら見られるとさらに面白くなるのではない

かなというふうに思います。ということで知

事、最後まとめのコメントを３分ほどいただ

けますでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○三日月大造 

 

ありがとうございました。毎回そうなんで

すけど、あっという間に時間が経ってしまう

っていうことと、お一人お一人が立場では

なく、もちろんご経験に基づいてなんでしょ

うけれどもお話しいただく一言一言が染み

るな勉強になるなって思いながら過ごさせ

ていただきました。ただ、越智さんが最初に

おっしゃったように、ちょっと何か行政目線

とか上から目線とか押しつけになってはい

なかったかっていうことは、さらに顧みなが

ら、これからのことを考えていきたいなと思

いました。 

何か積み残したものがないか、拾いきれ

なかったものがないかっていう最後におっ

しゃったコメントの中にも、これからやらな

あかんなと思うことがたくさんあったように

思います。もっと当事者、本当のところご家

族のこととかね、死を直前にされている、も
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しくは死を考えて悩んでいらっしゃるとか、

そういった方々を交えた議論ってどのよう

に作ればいいのかとか。もっと生、生きてい

る生きづらさっていうのを真正面から議論

するっていうことの役割ですよね。当然そ

れはミウラさんおっしゃったように、社会の

歪みとか社会の矛盾とか、そことのひとり一

人との関係っていうものに行き着くでしょう

し、それはやっぱり暮らしとか経済とか、生

業とかっていうものにも関連するので、生き

ていること生、暮らしっていうものをもっと

真正面から捉えた議論というのもあってい

いのかもしれないなと思いました。 

また、とはいえ迎える死というものがある

とするならば、死との向き合い、死への弔い、

葬送、埋葬っていうのが、多文化共生の中

で、いろいろと変わってきている。もしくは、

核家族化とか孤立化っていう中で変わって

きているとすれば、そういうものへの向き合

い方、付き合い方を僕らも見出していかな

いといけないんだろうなと思います。それが

何か分断にならないように。分断とか差別

にならないように。 

それから、今週私も報告を受けるんです

けど、チャイルドデスレビューという子ども

たちの死というもの。不慮の事故死もそう

です。自死もそうです。虐待もそうなんです

けど、そういうものの中から、より良い社会

を作っていくための、悲しいけれども、知恵

を私たちが共有するっていうことを大事に

していきたいなと思いました。 

また、自然。最後上田さんがおっしゃった、

自然との関わり。それから、人間のことを中

心に考えてきましたけど、やっぱり生き物。

私、第１回の死生懇話会で言いましたけど、

虫捕りとかいろんな動物とか、いろんな生

き物との関係っていうのは、やはりこれから

ももっともっと大事にしていける滋賀県で

あったらいいなと思っています。 

そして、最後に。とはいえ、自然との関わ

りでいうとやっぱり災害とか。知りたくない

けど死へ追いやることに繋がる戦争とか。

そういうものとの向き合い方も、死生懇話

会をやってきた滋賀県だから、何かちょっと

みんなの気持ちがわかる、もしくはそういっ

た悲しい思いをする人たちのことも何か組

み入れた施策っていうのができたらいいな

ということを常々感じています。第２弾の死

生懇話会があったときには、また委員にな

っていただくことや、ご参加いただくことを

お願いするかもしれませんので、そのとき

はぜひまたご協力いただきますようお願い

申し上げ、とはいえインタビュー受けていた

だいた方、今日愛のメッセージをお寄せい

ただいた藤井さんを始め、こうして委員とし

てご参画いただき、本当に大切なお言葉を
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一つ一つ紡ぎながら、お寄せいただいた方

に感謝申し上げて、私のコメントとさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

 

○上田 洋平さん 

ありがとうございます。ということでです

ね、先ほどミウラさんが何者かになれない、

何かができない、そういうことに苛まれる子

どもたちの話もされましたが、人間の価値と

いうか人間っていうのはいる、する、なると

考えたときにですね、まさにこの懇話会って

いうのは人間の最も根源的な価値、そこに

みんながいるということ。存在を承認しあっ

て、そしてともに何をするかということを、す

るもなるもあるけれども、その前に、いるじ

ゃないか、ということを、みんなが都合を合

わせて、調子を合わせて、渋滞の中でも駆

けつけていただきながら、居合わせる場を

作った。この居合わせから仕合わせが生ま

れることを祈念をいたしまして、マイクをお

返ししたいと思います。 

毎度進行が下手くそで皆さんに十分喋っ

ていただけず、またちょっと超過しておりま

すが、さっき指名がありましたから、最後、

山田さんと森さんから一言言って閉じたい

と思います。 

まずは、この委員の皆さんと知事に拍手

をお送りいただきたいと思います。（拍手） 

今日ご参加の皆さんもありがとうござい

ました。では、事務局にお返しします。 

 

○事務局（滋賀県企画調整課 森） 

ありがとうございます。企画調整課の森

と申します。本来、県職員は裏方なんです

が、僭越ながら一言お話しさせていただき

ます。 

死生懇話会、最初どうしていくのというと

ころから始まったんですが、いろいろあって

本当に一番感じたことは、この死生懇話会

の意義は関わった皆さん、参加してくださっ

た皆さんが教えてくれるなというふうに思

いました。死とか生について、語りたいなと

思っておられる方は意外といらっしゃるん

ですけども、どこが主催されているイベント

かわからないと、ちょっとやっぱり何か売り

つけられるんじゃないかとか、勧誘されるん

じゃないかということがあるけど、役所がや

っているっていうことで安心して参加できま

したと言っていただいたことがたくさんあり

ました。何も売りつけないと言いながら、本

を買ってくださいと言っているのが非常に

心苦しくはございますが、もし関心がありま

したらお願いいたします。 

死生懇話会、雑貨屋のイメージを持って

私はやってきたところです。積み残したもの

としては、雑貨屋としてはまだまだ品数が少
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ないかなというふうに思っているところもご

ざいますので、引き続き何がいいのかなと

いうことを考えてやっていきたいと思います。

本当にありがとうございます。 

 

○事務局（滋賀県企画調整課 山田） 

はい、ありがとうございます。今お話しし

ました森から途中で担当を引き継ぎました、

山田と申します。 

私は、割と県庁の中で若手の職員だった

んですけども、死生懇話会を担当するにあ

たって、最初はすごい否定的というか、何て

言うんでしょう…知事がかっこいいことを言

ってはるだけのもんかなって正直思ってい

ました。知事と同じ部屋でお話する機会が

あったんですけども、そのときの第一声が

「山田さんいくや？」って言われまして、「私

は 28 歳です。」と答えたら、「何歳まで生き

るんや？」という会話を県庁の知事室の中

でしたのをすごく覚えています。それまでは、

県職員としてどういう事業をどういうふうに

組み立てて、どういうスケジュールでやるか

っていうことを上司と喋ってきましたけれど

も、そういうことを知事と初めて喋って、あ

とは自分のところの所属の人たちや所属外

の人たち、またこういう県民の方とのサロン

なんかもさせていただく中で、本当に県職

員っていうスーツを脱いでお話しできる機

会っていうのをいただけたことをすごく良

かったなと思っています。今日の皆さんの

振り返りなんかを見て、私も当時こうやった

なっていうのをすごい思い返しながら聞い

ていました。そういったことも本にいっぱい

出てきますので、まだお読みになってない

方はぜひ無理のない範囲でお買い求めい

ただければなと思います。本日はありがとう

ございました。 

最後、事務局からのお知らせです。 

オンラインでご聴講の方には事前のメー

ルで、会場でご聴講の方にはお手元にアン

ケート用紙を配布しております。今日の感

想などいろいろあるかと思いますので、書

いていただき、一番後ろの扉のところにあり

ますアンケート回収ボックスに置いて帰って

いただければと思います。また、マジックペ

ンも机に置いていましたけれど、それはそ

のまま置いて帰っていただければと思いま

す。 

また、先ほど来年度は死生懇話会という

座組では実施しないという話がありました

けれども、形を変えながら、こういった根源

的なことを語る場について考えていきたい

と思っていますので、またご参加いただけ

ればと思います。 

本日はありがとうございました。気をつけ

てお帰りください。（拍手） 
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ありがとうございました。 

 

〔１７時００分 閉会〕 

 


